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令和５年度 研究全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【府南学園で育成したい資質・能力】 

①言語能力 ②情報活用能力 ③問題発見・解決能力 

 

【主題設定の理由】 

（１）学習指導要領から 

「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見

極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化

の中で目的を再構築することができるようにすること」が求められている。 

（２）昨年度までの児童実態から 

  本校では、国語科の読みの学習において、フレームリーディングを活用した読解を行ってきた。青木伸生「個

別最適な学びに生きるフレームリーディングの国語授業」では、フレームリーディングを「自分のもっているフ

レーム（目のつけどころ）を生かしつつ、そのフレームを更新したり、新たなフレームを獲得したりしながら、文

章のつながりをとらえる読みの手法」と定義されている。本校の児童は、自分たちで問いをもち、自分なりにフレ

ーム（目のつけどころ）を使って課題を解決しようとしている。また、令和４年度の標準学力調査の結果から、文

章の読み取りは全国平均をおおむね上回っていた。フレームリーディングを活用した授業を積み重ねていくこと

で、児童は文章の内容の大体を捉えることができるようになってきているといえる。 

  教師の発問や指示によってフレームを活用することができる一方で、令和４年度の標準学力調査では、初めて

読む文章の情報と情報をつなぎ合わせ、整理することに課題があった。初見の文章で、児童自身がフレームを使

って自分なりの読みをもったり、自分の考えを表現し、友達の考えを取り入れて、さらに考えを深めたりするに

は至っていない。これは、フレームを使うとどのようなことが分かるのか、何のために使うのか、どのような学

習を行えばよいのか、児童が自ら意識して活用することに課題があると考えられる。 

 

以上のことから、フレームを活用することにどのような意義があるのか児童に実感させ、自ら学習に取り組むこ

とができるようにする必要があるといえる。田村学「学習評価」には、「『書く』ことは、子供一人一人の自己変容

の自覚にもつながり、そのことはポジティブな感情（手応え感覚）を子供の中に生み出すものと予想できる。期待

する態度を自らのものとし、安定的に発揮し続けるためにも「言語化による自覚」と「手応えの実感」がポイント

となろう。」と書かれている。したがって、授業内や単元末に振り返りで学びを言語化させることで、児童は学びの

手応えを自覚し、自ら学びに向かうことができるようになると考えられる。 

 

【自ら学びに向かう児童を育成するには】 

 仮説：年間を通して、国語科の読みの学習の授業や単元末などの学習活動の中で、振り返りを書くことによって、

児童は自らの学習活動を俯瞰することができる。振り返りを書き、活用できるフレームを明確にすること

で、児童は次の単元で活用できるフレームや学習活動を考えることができる。そのような学習を積み重ねる

ことで、児童は学びの手応えを実感し、自ら学習に取り組むことができる、と考えられる。 

学校教育目標 

世界や地域とつながり、未来を切り開く力の育成 

研究主題 

自ら学びに向かう児童の育成 
～振り返りによる学びの自覚化を通して～ 

 

 

 

 

 

【目指す児童像】 

・ゴールや目標に向かって、何度も粘り強く繰り返し取り組むことができる児童 

・自ら進んで考えを伝えたり、様々な人と関わったりすることができる児童 

・異なる考えを参考にして、独自のアイディアを発揮して新たなことに挑戦することができる児童 



【研究方法】 

・PDCAサイクルに基づき、授業実践と理論研修、模擬授業やワークショップ等を通して研究を行う。 

・提案授業は次の流れで行う。 

 P指導案検討→D授業参観→C事後協議→A課題を踏まえて次回の提案授業へ。 

提案授業の協議の視点 

○授業の中の振り返りを通して、学びを深めていた児童は何人いたのか。 

（授業者）・授業前にフレームを活用していた児童は何人だったか。 

・フレームを活用するために、どのような指導・手立てをしたのか。 

（参観者）・授業中にフレームを活用していた児童は何人いたのか。 

     ・フレームを活用できていたとすれば、どのような要因があったと考えられるか。 

【取り組み】 

 ① 国語科の読みの学習の単元始めに、これまでに学習したフレームを出し合って確認する。 

② 授業中の対話の後に振り返りの時間を設け、学びの深まりが実感できるようにする。 

 ③ 単元の終末に、単元全体を振り返りの時間を設け、有効だったフレームや学習方法を明確にする。 

 ④ 上記の３点を指導案に明記する。 

 

【検証方法】 

・以下の３点を基に、年間の研究結果の考察を行う。 

① フレームを活用する児童の姿の見取り 

   ・年間を通して、読みの学習の単元始めに児童から出てくるフレームの定着について、初発の感想を基

に見とる。 

② 授業中における対話後の振り返りの見取り 

  ・授業研で公開した授業の中での対話や振り返りを通して、児童の変容を見とる。   

③ 児童アンケート（例：高学年児童用） 

・全国学力・学習状況調査質問紙調査「挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等」に関する質問より

抜粋した質問を５月と１２月に実施する。 

１ 自分には、よいところがあると思いますか。 

２ 将来の夢や目標をもっていますか。 

３ 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。 

４ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 

５ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

６ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

７ 学校に行くのは楽しいと思いますか。 

８ 自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか。 

９ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

10 友達と協力するのは楽しいと思いますか。 

 

【研修計画】 ※詳しい日程については、別紙参照 

１学期 ６月 校内研修 

・１クラス授業公開→事後協議→講演 

 ※青木伸生先生 招聘 

２学期 ９月 校内研修 

・１クラス授業公開→事後協議→講演 

 ※青木伸生先生 招聘 

９月～12月 授業研 

・２月に授業公開をしない学級は、２学期に授業公開をする 



３学期 ２月 公開研究会 

・１、２、３、４、５、６年、特支から１学級ずつ授業公開→事後協議→講演 

・オンラインではなく、参加型の予定（令和５年３月現在） 

 ※青木伸生先生 招聘 

 


